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《企 画 書》
提出者 岡村季子（info@kizuna-pub.jp）

【タイトル】絆がもたらす奇跡の力

【概要】
本企画は、人と人との「絆」をテーマに、その力がもたらす奇跡について考える内容です。
孤独や不安を感じやすい現代だからこそ、絆がどのように心を支え、人生を前向きに変え
るきっかけになるのかを具体的なエピソードとともにお伝えします。読者の皆さまが身近
なつながりを見直し、小さな行動を通じて豊かな人間関係を築くためのヒントを見つけて
いただける一冊です。絆の大切さを再確認し、自分と誰かとのつながりが未来をどう広げ
ていくのかを、そっと後押しする本でありたいと願っています。

【想定する読者ターゲット】
① 20 ～ 50 代の男女
② 家族や職場、友人との人間関係に悩む人
③ 人生に孤独を感じ、誰かとのつながりを求めている人
④ 自分や他者の幸福に貢献したいと考える人

【構成案】
第 1章 人を結ぶ見えない糸
・心が通じ合う瞬間とは
・なぜ人と人の距離が生まれるのか
・信頼と共感が生む温かな関係
第 2章 つながりを深める小さな行動
・感謝が生む思いやりの循環
・相手を理解するための一歩
・毎日の行動が未来をつくる
第 3章 困難を乗り越えた感動の物語
・家族の支えがもたらした奇跡
・仲間と共に達成した成功の瞬間
・地域のつながりが築いた希望
第 4章 関係を取り戻すためにできること
・壊れた絆を修復するプロセス
・孤独を癒す心の向き合い方
・つながり直すための実践ステップ
第 5章つながりが描く未来への道筋
・社会に広がる思いやりの連鎖
・次世代に残すつながりの価値
・支え合うことで実現する豊かな未来
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【サンプル原稿】
絆がもたらす奇跡の力
第 1章 人を結ぶ見えない糸

私たちの人生は、人と人とのつながりによって形づくられています。それは家族や友人、
職場の同僚といった身近な関係だけでなく、たった一度の出会いや偶然のすれ違いのよう
な瞬間にも深く影響を受けています。
この「つながり」こそが、私たちの生き方を支え、豊かにする力の源です。しかし、そ

の価値を見失いがちな現代では、この見えない糸がほころび、孤独を感じる人が増えてい
るのも事実です。

□なぜつながりが失われるのか？
現代社会では、インターネットや SNS によって、かつてないほど多くの人とつながる

ことが容易になりました。しかし、その反面、心が通い合う「本当のつながり」は希薄に
なっていると感じる人も少なくありません。一見すると多くの人と関係を築いているよう
でも、心の中には孤独感が広がっている――そんな現象が広がっています。
ある心理学者の研究によれば、人が孤独を感じる原因の一つは「信頼の欠如」にあると

いいます。私たちは、日々の忙しさや情報の洪水に追われる中で、相手をじっくりと理解
し、信頼を築く時間を失ってしまっているのかもしれません。こうした背景があるために、
多くの人が自分を守る殻に閉じこもり、本当の意味で他者と向き合うことが難しくなって
います。

□信頼と共感が生む温かな関係
人と人とのつながりを強くするために最も重要なもの――それは「信頼」と「共感」で

す。信頼とは、相手の存在を肯定し、その言葉や行動を信じること。共感とは、相手の気
持ちに寄り添い、自分ごとのように受け止めることです。この二つが揃うとき、私たちの
心の距離は一気に縮まります。
たとえば、職場で新しいプロジェクトが始まったとしましょう。メンバー同士が信頼し

合い、共感を持って意見を交換できる環境があれば、チームは大きな力を発揮します。し
かし、もし信頼が欠け、相手の意図を疑い合うような状況であれば、プロジェクトは進ま
ず、むしろ関係が悪化する可能性すらあります。
また、家族や友人との関係でも同じことがいえます。信頼と共感があれば、困難な状況

に直面しても、互いに支え合うことで乗り越えることができます。特に、感情的に辛い時
期に「ただ話を聴いてくれる人」の存在は、何よりも大きな救いとなります。

□つながりが生んだ奇跡のエピソード
ここで、一つの実話を紹介します。ある地方の小さな町で、地域コミュニティが崩壊し

かけていたことがありました。その町は長年、高齢化と過疎化が進み、人々の交流も途絶
えがちでした。そんな中、一人の若い女性が町の広場に「フリースープカフェ」をオープ
ンしました。
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このカフェでは、訪れる人に温かいスープを無料で提供し、会話を楽しむ場所を提供し
ました。最初は数人しか訪れなかったカフェも、やがて口コミで広まり、地域の人々が集
う場となりました。普段は顔を合わせることのなかった隣人同士がスープを囲みながら交
流を深め、町全体が活気を取り戻していったのです。
さらに、このスープカフェで知り合った住民たちが協力し、地域のお祭りを復活させた

という話もあります。お祭りの復活をきっかけに、他の地域からも観光客が訪れるように
なり、町の経済が少しずつ活性化しました。この出来事は、一杯のスープが人々の心をつ
なぎ、新たな未来を切り開いた例といえるでしょう。

□今日から始めるつながりの第一歩
それでは、私たちは日常生活の中でどのようにしてつながりを深めることができるので

しょうか？ ここで、いくつかの具体的なステップを提案します。

①感謝を伝える
日常の中で「ありがとう」と伝える機会を増やすだけで、相手との関係がぐっと近づき

ます。感謝の言葉は、相手の存在を肯定し、尊重する最も簡単な方法です。

②相手の話をじっくり聴く
忙しい日々の中では、相手の話を最後まで聴くことが意外と難しいものです。しかし、

相手の気持ちや考えに耳を傾けることで、信頼と共感が生まれます。

③小さな行動を積み重ねる
たとえば、道に迷っている人に声をかける、重い荷物を持っている人を助ける――そんな
日常の小さな行動が、つながりの第一歩となります。

④自分の時間を共有する
相手と共に過ごす時間を増やすことで、自然と信頼関係が深まります。短い時間でも、

相手に意識を向けて過ごすことが大切です。

⑤相手を認める言葉を増やす
相手の良いところを見つけて、素直に褒めることは、互いの心を開く鍵となります。

本書では、人と人のつながりが生む力をさらに深く掘り下げ、さまざまな場面で実践で
きる方法をお伝えします。
つながりを大切にすることで、私たちの人生はより豊かで、感動に満ちたものとなりま

す。いま、目の前にいる人とのつながりを見直し、小さな一歩を踏み出すことで、あなた
自身の未来にも大きな変化が訪れることでしょう。

［以上となります。よろしくお願いいたします］


